
コード
INDEX

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

出願番号 Ｃ１０

Ｂ００１０ ＶＥＲ

　Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4　　　　   ：　西暦年

　Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6　　 ：　番　号（右詰・前０）

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　出願番号の番号体系は別紙参照。

１．０

内

Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4

Ｃ４

Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6

Ｃ６

備

考

出願番号・公開番号・公表番号・公告番号は、すべて同形式。

内

容



コード
INDEX

特殊項目説明表 Ｂ００１０ ＶＥＲ
整理標準化
データ
コード表

１．０

出願番号の番号体系

出願番号は番号体系により、以下の出願の種類を表現している。

（１） 特許

～１９７８年
1. 000001～999999 ： 国内・通常出願

１９７９年～１９８７年
1. 000001～499999 ： 国内・通常出願

2. 500001～999999 ： ＰＣＴ出願

１９８８年～１９９０年
1. 000001～499999 ： 国内・通常出願（1990年のみ 400001～499999 電子出願）

2. 500001～699999 ： ＰＣＴ出願

3. 700001～799999 ： 特許権存続期間延長出願

4. 800001～999999 ： 協定出願

１９９１年～
1. 000001～499999 ： 国内・通常出願（電子出願）

2. 500001～699999 ： ＰＣＴ出願（2000年～ 電子出願）

3. 700001～799999 ： 特許権存続期間延長出願

4. 800001～999999 ： 協定出願

（２） 実用新案

～１９７８年
1. 000001～999999 ： 国内・通常出願

１９７９年～１９８７年
1. 000001～599999 ： 国内・通常出願

2. 600001～999999 ： ＰＣＴ出願

１９８８年～１９９０年
1. 000001～599999 ： 国内・通常出願（1990年のみ 400001～599999 電子出願）

2. 600001～999999 ： ＰＣＴ出願

１９９１年～
1. 000001～599999 ： 国内・通常出願（電子出願）

2. 600001～999999 ： ＰＣＴ出願（2000年～ 電子出願）



内

容

備

考

公報等の一般表記は以下である。

　　　　ＰＣＴ／Ｃ1Ｃ2Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4／Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6

国際出願番号 Ｃ１２

コード
INDEX Ｂ００２０ ＶＥＲ １．０

　Ｃ1Ｃ2　　　　　　：　受理官庁国コード　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ００５０ 参照）

　Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4　　  ：　西暦年４桁

データ形式

項目名称

特殊項目説明表
整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6 ：　右詰前０の数字

Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4

Ｃ４

Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6

Ｃ６

Ｃ1Ｃ2

Ｃ２



整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6　：　右詰前０の数字

　Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4　　　　：　西暦年４桁

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

国際公開番号 Ｃ１２

コード
INDEX Ｂ００３０ ＶＥＲ

備

考

１．０

内

容

　Ｃ1Ｃ2　　　　　　　 ：　国コード　　　　　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ００５０ 参照）

Ｃ1Ｃ2

Ｃ２

Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4

Ｃ４

Ｎ1Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6

Ｃ６



内

容

備

考

優先権主張番号 Ｘ４０（最大）

コード
INDEX Ｂ００６０ ＶＥＲ １．０

　各国別に体系の異なる一連番号。

　データは最大４０桁で、有効桁数分のみで存在する。

データ形式

項目名称

特殊項目説明表
整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

Ｘ1～Ｘ40

Ｘ４０



内

（１）英字で桁数が２、４、６、８桁及び、英字で８桁＋‘＊’の時、「出願国コード」

　　　　英字２桁単位で１ヵ国の「出願国コード」 を示す　　　　 （コード表 Ｃ００５０ 参照）

　　　　Ｃ1Ｃ2　Ｃ3Ｃ4　Ｃ5Ｃ6　Ｃ7Ｃ8　　　１項目あたり１ヵ国～４ヵ国

　　　　末尾９桁目の‘＊’は５ヵ国目以降が存在している場合に付与される

（２）英数字で桁数が３桁の時、「特許庁・旧出願人コード」

　　　　Ｃ9　　　　　　　：　数字又は‘Ａ’

　　　　Ｎ1Ｎ2　　　　　 ：　数字

項目名称 出願人・代理人コード
タイプ＆
レングス

Ｃｎ(                    )

データ形式

整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ００７０ ＶＥＲ ２．２

Ｃ1Ｃ2 ～ Ｃ7Ｃ8
Ｃ２～Ｃ８

Ｎ6～Ｎ14
Ｃ９

英字 n=2 or 4 or 6 or 8

英字(8)＋'＊' n=9

英数字 n=3 or 4

数字 n=9 

英字

英数字

数字

Ｃ10Ｎ3Ｎ4Ｎ5
Ｃ４

Ｃ9Ｎ1Ｎ2
Ｃ３ or

Ｃ1Ｃ2Ｃ3Ｃ4Ｃ5Ｃ6Ｃ7Ｃ8＊
Ｃ９

英字(８桁)＋‘＊’

（１．０）（１．０）（１．０）

備

考

　「出願国コード」の入力は特許・実用新案のみで、１９９０年からデータが発生。

　　　① 以下のものは「申請人ＩＤコード」　　　　 　　　　　　（コード表 Ｂ０１９０ 参照）

　　　　・基本情報内、出願人・代理人記事で電子出願のもの

　　　② 上記以外のものは、前０を削除した有効桁数分が、「特許庁・旧出願人コード」又は

　　　 「特許庁・旧代理人コード」となる。

（３）英数字で桁数が４桁の時、「特許庁・旧代理人コード」

        Ｃ10　　　　     ：　数字又は‘Ａ’～‘Ｇ’

　　　　Ｎ3Ｎ4Ｎ5         ：　数字

（４）数字で桁数が９桁の時　　　　　　

内

容

　　　　Ｎ1Ｎ2　　　　　 ：　数字



内

　Ｃ1　　　　　　　　　　：　Ａ 又は Ｒ

　Ｃ2Ｃ3Ｃ4Ｃ5Ｃ6Ｃ7　　　：　左詰め、２～６桁の英数字

　　　　　　　　　　　　　　Ｃ1＝Ａの時、審査の中間コード　　（コード表 Ｃ０８４０ 参照）

　　　　　　　　　　　　　　Ｃ1＝Ｒの時、登録の中間コード　　（コード表 Ｃ０８６０ 参照）

　　　　　　　　　　　　　　ただし、登録の中間コードの一部でＣ1＝Ａを用いるものもある。

　　　　　　　　　　　　　　登録の中間コードについては次紙を参照。

項目名称 中間コード
タイプ＆
レングス

Ｃｎ（ｎ＝３～７）

データ形式

整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ００９０ ＶＥＲ ２．1

Ｃ1Ｃ2Ｃ3Ｃ4Ｃ5Ｃ6Ｃ7

Ｃ３～Ｃ７

（１．０）

備

考

内

容



整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ００９０ ＶＥＲ ２．1

（１．０）

　　　  　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　２：補足書

　　　　中間コードの構成は、以下のとおりである。

　　　　Ｒ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ
　　　　　 │ │　　　└─────- 通番（左詰・１～４桁の数字）
　　 　　  │ └─────────- 書類識別　　　０：納付書
　　 　 　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　１：補充書

　　（１）出願関係の記録
　　　　特許査定書・登録査定書（Ａ０１）
　　　　出願却下処分書　　　　（Ａ０４５）
　　　　誤送通知書　　　　　　（Ａ２６）
　　　　再送　　　　　　　　　（Ａ２８）
　　　　官報　　　　　　　　　（Ａ２９）

　　（２）設定及び年金関係の記録

登録の中間記録

　　登録の中間記録は大別すると、出願関係の記録、設定及び年金関係の記録、移転関係の記録及び
　その他の記録がある。

　　　   　│　 　　　　　　　　　　　　　　　　　９：弁明書・上申書・雑書類
　　　　   └─────────── 業務識別　　　１：設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：年金
　　（３）移転関係の記録
　　　　中間コードの構成は、以下のとおりである。

　　　  　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　２：補足書
　　　  　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　５：登録証・領収証・登録通知書・処分前通知・書換
　　　  　 │　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　通知
　　　   　│　　 　　　　　　　　　　　　　　　　６：却下理由通知
　　　   　│　　 　　　　　　　　　　　　　　　　７：却下処分
　　　   　│　　 　　　　　　　　　　　　　　　　８：補充指令

　　　　職権取消通知（Ｒ９１ｘ）
　　　　無効通知　　（Ｒ９２ｘ）
　　　　職権更正通知（Ｒ９３ｘ）

　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ：代理人変更届等
　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ：印紙還付（移転）
　　　　   └─────────── 業務識別　　　３：移転

　　（４）その他の記録
　　　　誤送通知　　（Ｒ９０ｘ）

　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　または　　　２：実用新案

　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　６：却下理由通知・物件提出命令
　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　７：却下処分・取下
　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　８：補充指令
　　　　　 │　 　　　　　　　　　　　　　　　　　９：補正書・弁明書・物件提出書・上申書・雑書類

　　　　　 │　 　　　　　　　　　　書類種別　　　５：移転済通知書

　　　　Ｒ ３ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ
　　 　  　│ │　　　└─────- 書類番号　　　　　書類ごとの番号
　　　　　 │ └─────────- 四法種別　　　１：特許



内

容

備

考

枝番が存在しない場合には、左詰めの７桁構成となる。

行服番号 Ｃ７ 又は Ｃ９

コード
INDEX Ｂ０１００ ＶＥＲ １．０

　Ｎ1　　　　　：　元号コード　 １；明治

　　　　　　　　　　　　　　　  ２；大正

　　　　　　　　　　　　　　　  ３；昭和

データ形式

項目名称

特殊項目説明表
整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　　　　　　　　　　　　　　　  ４；平成

　Ｙ1Ｙ2　　　 ：　和暦年　（右詰・前０）

　Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5　：　一連番号（４桁・右詰・前０の年間通番）

　Ｎ6Ｎ7　　　 ：　枝　番　（最初は不在で、後０１～９９が付される）

Ｎ2Ｎ3Ｎ4Ｎ5

Ｃ４

Ｎ1

Ｃ１

Ｙ1Ｙ2

Ｃ２

Ｎ6Ｎ7

Ｃ２



内

容

備

考

　出訴区分は下記２バイト（表記は１６進）の形態で提供される

　　ウ：8EB3

　　コ：8EBA

　　ツ：8EC2

出訴番号 Ｘ８

コード
INDEX Ｂ０１１０ ＶＥＲ １．０

　Ｎ1　　　　　：　元号コード　 １；明治

　　　　　　　　　　　　　　　  ２；大正

　　　　　　　　　　　　　　　  ３；昭和

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

　Ｎ2Ｎ3Ｎ4　  ：　一連番号　　　（３桁、右詰・前０の年間通番）

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　　　　　　　　　　　　　　　  ４；平成

　Ｙ1Ｙ2　　　 ：　和暦年　　　　（右詰・前０）

　Ｘ　　　　　 ：　出訴区分　　　ウ；地裁

　　　　　　　　　　　　　　　　 コ；高裁

　　　　　　　　　　　　　　　　 ツ；最高裁

Ｎ2Ｎ3Ｎ4

Ｃ３

Ｎ1

Ｃ１

Ｙ1Ｙ2

Ｃ２

Ｘ

Ｘ２



整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　セクション　　　：　Ａ～Ｈ　　　　　（英字）

　クラス　　　　　：　０１～９９　　　（数字）

　サブクラス　　　：　Ａ～Ｚ　　　　　（英字）

　セパレータ　　　：　‘／’　又は　‘：’

　メイングループ　：　１～９９９　　　（右詰め、最大３桁の数字）

　左記号　　　　　：　‘（’

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

ＩＰＣ
タグ省略時、
最大２１桁構成

コード
INDEX Ｂ０１５０ ＶＥＲ ２．１

内

　分類識別　　　　：　英字又は記号　　　　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ０１３０ 参照）

　版コード　　　　：　数字　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ０１２０ 参照）

分類

識別

Ｃ１

版

ｺｰﾄﾞ

Ｃ１

左

記号

Ｃ１

ｾｸｼｮﾝ

Ｃ１

ｸﾗｽ

Ｃ２

ｻﾌﾞ

ｸﾗｽ

Ｃ１

ﾒｲﾝ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ３

ｾﾊﾟ

ﾚｰﾀ

Ｃ１

ｻﾌﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ５

識別

記号

Ｃ３

分冊

識別

Ｃ１

右

記号

Ｃ１

（１．０）

　識別記号　　　　：　０００～９９９　（数字…展開記号）　　　（コード表 Ｃ０１４０ 参照）

　セパレータ　　　：　‘／’　又は　‘：’

右記号の‘／’は発明情報と付加情報等との区切りを意味するが、ＩＰＣの表記法とは異なって

　分冊識別記号　　：　Ａ～Ｚ　　　　　（英字…分冊識別記号）　（コード表 Ｃ０１５０ 参照）

　サブグループ　　：　００～９９９９９（左詰め、最大５桁の数字）

備

考

いる点に注意のこと。ＩＰＣの表記法では‘／／’である。

出願マスタ（基本情報）の公開・公表ＩＰＣ記事及び公告ＩＰＣ記事に格納されるデータは、

審査官等により付与されたＦＩ（ＩＰＣ４版表示）、ＦＩ－ＩＰＣコンコーダンステーブルに

より変換された最新ＩＰＣ（ＩＰＣ７版表示）からなる。但し、平成１７年１２月以前（ＩＰＣ

８版発行以前）は、ＦＩの識別記号、分冊識別記号を省略した部分が最新ＩＰＣと一致する場合、

ＦＩをＩＰＣ７版表示で格納し、最新ＩＰＣを別途格納していない。そのため、公開・公表

　　　　　　　　　　　０、＊、！　　　（配布マーク）

　右記号　　　　　：　‘，’　又は　‘）’　又は　‘／’

内

容

　　　　　　　　　　　ＡＡＡ～ＺＺＺ　（英字…ファセット）

（ＩＰＣ）情報）を参照のこと。

ＩＰＣ記事及び公告ＩＰＣ記事のアップ分については、ＩＰＣ８版マスタ（国際特許分類



整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　クラス　　　　　：　０１～９９　　　（数字）

　サブクラス　　　：　Ａ～Ｚ　　　　　（英字）

　セクション　　　：　Ａ～Ｈ　　　　　（英字）

　分冊識別記号　　：　Ａ～Ｚ　　　　　（英字）　　　　　　　　（コード表 Ｃ０１５０ 参照）

　メイングループ　：　１～９９９　　　（右詰め、最大３桁の数字）

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

検索ＩＰＣ
タグ省略時、
最大１８桁構成

コード
INDEX Ｂ０１７０ ＶＥＲ

備

考

　サブグループ　　：　００～９９９９９（左詰め、最大５桁の数字）

　識別記号　　　　：　０００～９９９　（数字…展開記号）　　　（コード表 Ｃ０１４０ 参照）

　　　　　　　　　　　ＡＡＡ～ＺＺＺ　（英字…ファセット）

１．０

内

容

　区切記号　　　　：　‘／’又は‘：’

　版コード　　　　：　４　　　　　　　（固定値）

版

ｺｰﾄﾞ

Ｃ１

ｾｸｼｮﾝ

Ｃ１

ｸﾗｽ

Ｃ２

ｻﾌﾞ

ｸﾗｽ

Ｃ１

ﾒｲﾝ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ３

区切

記号

Ｃ１

ｻﾌﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ５

識別

記号

Ｃ３

分冊

識別

Ｃ１



１．０

内

容

備

考

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

申請人ＩＤコード Ｃ９

コード
INDEX Ｂ０１９０ ＶＥＲ

　各項目の詳細は次紙参照の事

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

登録年

Ｃ２

申請人区分

Ｃ１

シーケンス番号

Ｃ５

チェックディジット

Ｃ１



１．０特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ０１９０ ＶＥＲ

整理標準化
データ
コード表

申請人ＩＤコードの説明

項

番

申請人

区分

登録年

（２桁）

シーケンス

番号

チェック

デジット

（１桁）
付 与 方 法 内 容

1

０ ００

１０００１ ～
初期登録時の番号管理

テーブル

ＪＡＰＩＯからの移行分

初期登録時に移行

2 ０Ｚｘｘｘ

ｘｘｘは出願人コードを

割当てる。

但し、先頭１桁が‘Ａ’

の場合Ｚは１、ｘの先頭１

桁は０となる。

上記以外Ｚは０となる

ＡＢＣテーブルからの移行分

初期登録時に移行

3

１

００ ｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘに代理人コー

ドを割当てる

弁理士専用

初期登録時の移行＋*電子出願開始後

の付与請求書を含む

4 １０ ００００１ ～ 番号管理テーブル

特許業務法人専用

２００１年弁理士法改正後の付与請

求、職権登録時により登録

5

２

１０ ０ｘｘｘｘ
ｘｘｘｘに代理人コード

を割当てる

企業代理人専用

初期登録時に代理人資格が０（一般

人）のものを移行

6

２０

１０００１ ～ 番号管理テーブル
*電子出願開始後の指定代理人専用

職権登録、付与請求書により登録

7 ０ｘｘｘｘ
ｘｘｘｘに指定代理人

コードを割当てる

*電子出願開始後の指定代理人専用

初期登録時に移行

8

３０

１０００１ ～ 番号管理テーブル
*電子出願開始後の弁護士専用

職権登録、付与請求書により登録

9 ０ｘｘｘｘ
ｘｘｘｘに弁護士コード

を割当てる

*電子出願開始後の弁護士専用

初期登録時に移行

10 ４０ ００００１ ～ 番号管理テーブル

弁護士法人専用

２００２年４月弁護士法改正後の付

与請求、職権登録により登録（但し、

11 ３～４ ＹＹ ００００１ ～
番号管理テーブル

ＹＹは西暦年下２桁
付与請求書による登録

12 ５～７ ＹＹ ００００１ ～
番号管理テーブル

ＹＹは西暦年下２桁
職権による登録

13 ８ ＹＹ ００００１ ～
番号管理テーブル

ＹＹは西暦年下２桁

大学等における技術に関する経営研

究成果の民間事業者への移転の促進

に関する法律に基づき事業計画書が

承認・認定された技術移転事業者専

14 ＺＺ ００００１ ～
番号管理テーブル

ＺＺは都道府県コード

即日出願用

発明協会支部端末からの出願（即日

出願用）、その他

９

*電子出願：コードINDEX Ｂ００１０参照のこと



　　　　　　　　　　　　　　　　０；（登録番号の時、及び、文献種別が‘Ｃ’、‘Ｚ’の時）

　Ｙ1Ｙ2　　　 ：　和暦年　（右詰・前０）　又は　‘００’

内

容

備

考

・代表文献番号は通常、公開番号であり公開番号がない場合、公告番号が記録されている。

　上記、両番号共にマスタ上保持していないときは、登録番号の場合もある。　この場合、

登録番号は和暦年（Ｙ1Ｙ2）、一連番号（Ｎ2Ｃ4Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6）にまたがって記録される。

（代表文献番号が公開番号である場合は、文献番号は公告番号となる）

・代表文献番号が再公表番号の場合に、代表文献番号の一連番号の先頭２桁目（Ｃ4）が英字で

記録されている場合がある。その場合の英字は「Ａ → １０」～「Ｚ → ３５」を意味する。

　　　　　　　　　　　　　　　　４；平成

代表文献番号、文献番号 Ｃ１２

コード
INDEX Ｂ０２６０ ＶＥＲ １．０

　　　　　　　　　　　　　　　  ２；大正

　Ｃ1Ｃ2　　　　：　国コード　（ ’ＪＰ’　固定）

　Ｃ3　　　　　：　文献種別　　 Ａ；特許（公開、公表、再公表）

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

　　　　　８Ｆ００１０　→　８１５００１０

　Ｎ2Ｃ4Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6　　　：　一連番号（６桁・右詰・前０の通番）

　　　　　　　　　　　　　　Ｎ2、Ｎ3～Ｎ6　：　数字（０ ～ ９）

　　　　　　　　　　　　　　Ｃ4　　　　　　：　数字（０ ～ ９）又は英字（Ａ ～ Ｚ）

　具体例　８Ａ０００１　→　８１００００１

　　　　　　　　　　　　　　　　３；昭和

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ；特許（公告、登録）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｕ；実用新案（公開、公表、再公表、登録実用新案）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｙ；実用新案（公告、登録）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｚ；実用新案（明細書）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ；特許（明細書）

　Ｎ1　　　　　：　元号コード   １；明治

Ｃ1Ｃ2

Ｃ２

Ｃ3

Ｃ１

Ｙ1Ｙ2

Ｃ２

Ｎ1

Ｃ１

Ｎ2Ｃ4Ｎ3Ｎ4Ｎ5Ｎ6

Ｃ６



２．２

内

      ③ コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋文献種別（２桁）＋‘００’又は‘０００’＋一連番号（６桁又は７桁）

      ④ コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋西暦年（４桁）＋一連番号（６桁）

          凡例  ＪＰ ｃｃ ００ ｎｎｎｎｎｎｎ　又は　ＪＰ ｃｃ ０００ ｎｎｎｎｎｎ

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

      ② コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋文献種別（‘Ａ１’）＋‘０’＋西暦年下２桁（２桁）＋一連番号（６桁）

          凡例  ＪＰ Ａ１ ０ ｙｙ ｎｎｎｎｎｎ

　コード欄 及び、文献種別、年、一連番号等の各項目の値により以下の形式に分けられる。

  ・国内特許文献                                             （コード表 Ｂ０２８０ 参照）

      ① コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋文献種別（２桁）＋元号年（３桁）＋一連番号（６桁）

          凡例  ＪＰ ｃｃ ａｙｙ ｎｎｎｎｎｎ

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

引用文献番号 Ｃ１２ ～ Ｃ１６

コード
INDEX Ｂ０２７０ ＶＥＲ

コード欄

Ｃ２

文献種別、年、一連番号等

Ｃ１０ ～ Ｃ１４

（１．０）

内

容

      ④ コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋西暦年（４桁）＋一連番号（６桁）

          凡例  ＪＰ ｙｙｙｙ ｎｎｎｎｎｎ

  ・外国特許文献                                             （コード表 Ｂ０２９０ 参照）

          凡例  ＊ ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ

      ① コード欄（国コード２桁）＋文献種別（２桁）＋一連番号等（９桁～１２桁）

  ・非特許文献                                               （コード表 Ｂ０３００ 参照）

備

考

    非特許文献②のコード欄‘ＣＳ’値はＣＳＤＢ又は、学術文献等を意味する。

          凡例  ｂｂ ｃｃ ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ

      ① コード欄（国コード‘ＪＰ’）＋文献種別（２桁）＋‘０’＋西暦年下２桁（２桁）＋一連番号（６桁）

          凡例  ＪＰ ｃｃ ０ ｙｙ ｎｎｎｎｎｎ

      ② コード欄（‘ＣＳ’）＋文献種別（２桁）＋西暦年（４桁）＋書籍番号（５桁）＋記事番号（３桁）

          凡例  ＣＳ ｃｃ ｙｙｙｙ ｎｎｎｎｎ ｎｎｎ

  ・その他

      ① コード欄１桁目（‘＊’）＋コード欄２桁目以降（値が存在しない 又は 最大１５桁の英数字）



    文献種別       ： １桁目 ： 英数字

                      ２桁目 ： 数字 又は 空白　　※備考における【参考情報】では空白は‘△’で表記

    元号年         ： 元号コード ＋ 和暦年

Ｂ０２８０

タイプ＆
レングス

データ形式

引用文献番号（国内特許文献）項目名称

特殊項目説明表

Ｃ１２～１３

コード
INDEX

ＶＥＲ
整理標準化
データ
コード表

２．２

又は

又は
‘ＪＰ’

Ｃ２

一連番号

Ｃ６

文献種別

Ｃ２

元号年

Ｃ３

‘ＪＰ’

Ｃ２

一連番号

Ｃ６

‘Ａ１’

Ｃ２

‘０’

Ｃ１

‘ＪＰ’

Ｃ２

一連番号

Ｃ７

文献種別

Ｃ２

‘００’

Ｃ２

西暦年下２桁

Ｃ２

‘ＪＰ’

Ｃ２

一連番号

Ｃ６

文献種別

Ｃ２

‘０００’

Ｃ３

又は

（１．０）（１．０）（１．０）

‘ＪＰ’

Ｃ２

一連番号

Ｃ６

西暦年

Ｃ４

又は

特許
実用

実用新案審判

備

考

                                  ３；昭和

実用新案全文 ＪＰ Ｕ１ ４１３ ０００００１

    西暦年　　　   ： 数字４桁

　Ａ１；

　Ａ△； ＪＰ Ａ△ ４１３ ０００００１  Ｕ△；

                                  ４；平成

    西暦年下２桁   ： 数字２桁（右詰・前０）

                                  ２；大正

    元号年         ： 元号コード ＋ 和暦年

ＪＰ Ｕ△ ４１３ ５００００１

　Ｂ△；

　１△；

内

容

        和暦年     ： 数字２桁（右詰・前０）

        元号コード ： 数字１桁    １；明治

 Ｕ１；

ＪＰ １△ ４１３ ０００００１  ２△；実用新案出願

    一連番号       ： 数字６桁又は７桁（右詰・前０の通番）

ＪＰ ２△ ４１３ ０００００１特許出願

ＪＰ Ｕ△ ４１３ ０００００１

ＪＰ Ａ１ ０ ０１ ０００００１  Ｕ△；実用新案公表 

　Ａ△； ＪＰ Ａ△ ４１３ ５００００１

特許公開

特許公表

再公表

ＪＰ Ｂ△ ００ ００００００１  Ｙ△；実用新案公告

ＪＰ Ｂ△ ４１３ ０００００１  Ｕ△；

実用新案公開

ＪＰ Ｙ△ ４１３ ０００００１

登録実用新案 ＪＰ Ｕ△ ００ ００００００１

 Ｙ△；実用新案登録 ＪＰ Ｙ△ ００ ００００００１ＪＰ Ｈ△ ０００ ０００００１

ＰＣＴ出願 ＪＰ ２００８ ０００００１【参考情報】（文献種別；文献種別名称  例） [文献種別なし]；

特許審判
請求公告

特許公報

特許公告

  Ｈ△；

　Ｂ△；

実用新案審判
請求公告

ＪＰ Ｃ△ ００ ００００００１  Ｉ△； ＪＰ Ｉ△ ０００ ０００００１

意匠　Ｓ△； ＪＰ Ｓ△ ００ ００００００１  Ｚ△；実用新案明細 ＪＰ Ｚ△ ００ ００００００１

特許明細  Ｃ△；



２．２

内

　  コード欄      ： 国コード                                （コード表 Ｃ００５０ 参照）

　　　　　　　　　　※ 国コード値‘ＣＣ’は「その他」扱いを意味する

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

引用文献番号（外国特許文献） Ｃ１３ ～ Ｃ１６

コード
INDEX Ｂ０２９０ ＶＥＲ

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

    文献種別      ： １桁目 ： 英字

                     ２桁目 ： 英数字 又は 空白　　※備考における【参考情報】では空白は‘△’で表記

                  　※ 文献名称により桁数、構成が異なる

   一連番号等     ： 数字９桁～１２桁（右詰・前０）

コード欄

Ｃ２

一連番号等

Ｃ９ ～ Ｃ１２

文献種別

Ｃ２

（１．０）

内

容

備

考

      ＥＰ Ａ△ ００００００００１          ＣＨ Ａ△ ００００００００１

      ＥＰ Ｂ△ ００００００００１          ＷＯ Ａ△ ００００００００１

      ＵＳ Ａ△ ０８００００００１          ＷＯ Ａ△ ０ ０１ ０００００１

      ＵＳ Ｂ△ ００００００００１         （国コード‘ＷＯ’の場合の一連番号には‘０ｙｙｎｎｎｎｎｎ’の

      ＤＥ Ａ△ ００００００００１           形式が入力されている場合もある。ｙｙ：西暦下２桁）

      ＤＥ Ｂ△ ００００００００１

      ＤＥ Ｃ△ ００００００００１            例は主要国であり、各国の文献番号形式に従って文献種別、及び、

【参考情報】（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  　　　　　　　　０

                  　※ 文献名称により桁数、構成が異なる

      ＤＥ Ｕ△ ００００００００１          番号部の値が設定される。



整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ０３００ ＶＥＲ ２．２

項目名称 引用文献番号（非特許文献）
タイプ＆
レングス

Ｃ１３ 又は Ｃ１６

データ形式

    文献種別      ： 英数字２桁

    西暦年下２桁  ： 数字２桁（右詰・前０）

    一連番号      ： 数字６桁（右詰・前０の通番）

‘ＪＰ’

Ｃ２

文献種別

Ｃ２

西暦年

Ｃ４

‘ＣＳ’

Ｃ２

記事番号

Ｃ３

文献種別

Ｃ２

書籍番号

Ｃ５

又は

一連番号

Ｃ６

‘０’

Ｃ１

西暦年下２桁

Ｃ２

（１．０）

西暦年

Ｃ４

‘ＣＳ’

Ｃ２

記事番号

Ｃ３

‘ＮＣ’

Ｃ２

書籍番号

Ｃ５

又は

ＪＰ非特許

ＣＳＤＢ

学術文献等

内

容

　  西暦年        ： 数字４桁（右詰）

  Ｎ４；引用非特許   ＪＰ Ｎ４ ０ ０１ ０００００１            Ｂ：単行本                  Ｈ：企業技報

  Ｎ５；ＮＰＬ       ＪＰ Ｎ５ ０ ０１ ０００００１            Ｄ：国内技術雑誌　          Ｉ：団体機関紙

　Ｎ６；審引用／抽論 ＪＰ Ｎ６ ０ ０８ ０００００１            Ｅ：非技術雑誌　            Ｊ：予稿集

　Ｎ７；審引用／抽論 ＪＰ Ｎ７ ０ ０８ ０００００１            Ｆ：外国学会論文

    書籍番号      ： 数字５桁（右詰・前０の通番）

    記事番号      ： 数字３桁（右詰・前０）

備

考

【参考情報】（文献種別；文献種別名称  例）

  Ｎ１；公開技報     ＪＰ Ｎ１ ０ ０１ ０００００１      Ｎｘ；非特許ＣＳＤＢ  ＣＳ ＮＡ ２００１ ００００１ ００１

  Ｎ２；抽出論文     ＪＰ Ｎ２ ０ ０１ ０００００１       ※ ｘ：下記英字１桁

  Ｎ３；異議申立     ＪＰ Ｎ３ ０ ０１ ０００００１            Ａ：マニュアル              Ｇ：国内学会論文

  ＮＸ；Elsevier番号 ＪＰ ＮＸ ０ ０１ ０００００１      ＮＣ；学術文献等  　　ＣＳ ＮＣ ２００８ ００００１ ００１



整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ０３１０ ＶＥＲ １．０

項目名称 出願種別、関連種別
タイプ＆
レングス

Ｃ４

データ形式

内

　Ｃ1Ｃ2Ｃ3Ｃ4　　　→　４桁

                     各要素Ｃｎは１６進数であり ０ ～ ９ 及び Ａ ～ Ｆ の値である。

                     よって、出願種別又は関連種別（以下、種別と記載）は ００００ ～ 

                   ＦＦＦＦ の範囲となる。

                   種別は１つ以上の意味を持つ。  （出願種別 → コード表 Ｃ００２０ 参照） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （関連種別 → コード表 Ｃ００２５ 参照）

Ｃ1Ｃ2Ｃ3Ｃ4

Ｃ４

内

容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （関連種別 → コード表 Ｃ００２５ 参照）

                   種別に対する意味の見方については次紙を参照。

備

考



整理標準化
データ
コード表

特殊項目説明表
コード
INDEX Ｂ０３１０ ＶＥＲ １．０

                Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4
                │　│　│　└─０ ０ ０ Ｃ4（Ｃ4＝０の時はＣ4に対する分離は無いものとする）

種別に対する意味の見方

    ① 各要素間の分離
      種別の各要素を下記に従い分離する。

                │　│　└───０ ０ Ｃ3０ （Ｃ3＝０の時はＣ3に対する分離は無いものとする）
                │　└─────０ Ｃ2０ ０ （Ｃ2＝０の時はＣ2に対する分離は無いものとする）
                └───────Ｃ1０ ０ ０ （Ｃ1＝０の時はＣ1に対する分離は無いものとする）
                           　   ※ 但し、種別が ００００ の時は、そのまま ００００ として扱う。

     上記基準により分離されることにより１つの種別が複数の種別となり複数の意味を持つことになる。

    ② １つの要素内の分解
　　  ①で分離された各種別のＣnを各々下記基準に従い分解する。

                ０ → ０                    ８ → ８
                １ → １                    ９ → １ ， ８
                ２ → ２                    Ａ → ２ ， ８                ２ → ２                    Ａ → ２ ， ８
                ３ → １ ， ２              Ｂ → １ ， ２ ， ８
                ４ → ４                    Ｃ → ４ ， ８
                ５ → １ ， ４              Ｄ → １ ， ４ ， ８
                ６ → ２ ， ４              Ｅ → ２ ， ４ ， ８
                ７ → １ ， ２， ４         Ｆ → １ ， ２ ， ４ ， ８

      上記基準により分解されることにより１つの要素が複数の要素となり複数の意味を持つことになる。

    ③ ①及び②で分離、分解した各種別、各要素をコード記号として対応する意味をコード表より探す。

    【具体例】
        実用新案 出願種別（００００）の場合
　　　　　　　 ①より「００００」→「００００」として扱う
　　　　　　　 ②より「００００」→「００００」の１つの意味を持つ
　　　　　　　 ③（コード表Ｃ００２０）より「００００」→「通常」
　　　　　　　 ∴ 出願種別（００００）は「通常」の意味を示していることとなる

　　　　　　　 ③（コード表Ｃ００２０）より「０００２」→「併合」

        特許 出願種別（０００Ａ）の場合
               ①より「０００Ａ」→「０００Ａ」となる
               ②より「０００Ａ」→「０００２」、「０００８」の２つの意味を持つ
　　　　　　　 ③（コード表Ｃ００２０）より「０００２」→「併合」
　　　　　　　 ③（コード表Ｃ００２０）より「０００８」→「変更」
               ∴ 出願種別（０００Ａ）は「併合、変更」の意味を示していることとなる

　　　　　　　 ③（コード表Ｃ００２０）より「００１０」→「補正却下」
               ∴ 出願種別（００１２）は「併合、補正却下」の意味を示していることとなる

        特許 出願種別（００１２）の場合
               ①より「００１２」→「０００２」、「００１０」に分離される
               ②より「０００２」→「０００２」の１つの意味を持つ
               ②より「００１０」→「００１０」の１つの意味を持つ

               ∴ 出願種別（００１２）は「併合、補正却下」の意味を示していることとなる



内

容

備

考

微生物受託機関コード Ｃ１５（最大）

コード
INDEX Ｂ０３３０ ＶＥＲ １．０

　出願人が微生物の菌株を寄託した受託機関の微生物受託機関コード。

　左詰め、英数字、最大１５桁である。

データ形式

項目名称

特殊項目説明表
整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

Ｃ1～Ｃ15
Ｃ１５



整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

微生物受託番号 Ｃ１００（最大）

コード
INDEX Ｂ０３４０ ＶＥＲ

備

考

１．０

内

容

　出願人が微生物の菌株を寄託した受託機関の微生物受託番号。

　左詰め、英数字、最大１００桁である。

Ｃ1～Ｃ100
Ｃ１００



　データの発効日　　　：　ＹＹＹＹＭＭＤＤ　（西暦年月日）

　オリジナルデータか再分類データか　：　‘Ｂ’，‘Ｒ’，‘Ｖ’，‘Ｄ’　　　　（コード表 Ｃ１５２０参照）

　分類データの起源　　：　‘Ｈ’，‘Ｍ’，‘Ｇ’　　　　　　　　（コード表 Ｃ１５３０参照）

　分類の付与庁　　　　：　‘ＡＡ’～‘ＺＺ’（英字）　　　　　　（コード表 Ｃ００５０参照）

　未使用２　　　　　　：　スペース

２．０

内

容

備

考

データ形式

項目名称

特殊項目説明表

ＩＰＣ８版 Ｃ５０

コード
INDEX Ｂ０３９０ ＶＥＲ

　セクション　　　　　：　‘Ａ’～‘Ｈ’　　（英字）

　クラス　　　　　　　：　０１～９９　　　　（数字）

整理標準化
データ
コード表

タイプ＆
レングス

　サブクラス　　　　　：　‘Ａ’～‘Ｚ’　　（英字）

　発明情報か付加情報か：　‘Ｉ’，‘Ｎ’　　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ１５１０参照）

　メイングループ　　　：　１～９９９９　　　（右詰め、最大４桁の数字）　又は　スペース

　分類のレベル　　　　：　‘Ｃ’，‘Ａ’，‘Ｓ’　　　　　　　　（コード表 Ｃ１４９０参照）

　第一分類かそれ以外か：　‘Ｆ’，‘Ｌ’　　　　　　　　　　　　（コード表 Ｃ１５００参照）

　スラッシュ　　　　　：　‘／’

　サブグループ　　　　：　００～９９９９９９（左詰め、最大６桁の数字）　又は　スペース

　バージョン識別　　　：　ＹＹＹＹＭＭＤＤ　（西暦年月日）

　未使用１　　　　　　：　スペース

ｾｸｼｮﾝ

Ｃ１

ｸﾗｽ

Ｃ２

ｻﾌﾞ

ｸﾗｽ

Ｃ１

ﾒｲﾝ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ４

ｽﾗｯｼｭ

Ｃ１

ｻﾌﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

Ｃ６

未使用

１

Ｃ４

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

識別

Ｃ８

分類の

レベル

Ｃ１

第一分類か

それ以外か

Ｃ１

発明情報か

付加情報か

Ｃ１

データの

発効日

Ｃ８

オリジナルデータか

再分類データか

Ｃ１

分類データ

の起源

Ｃ１

分類の

付与庁

Ｃ２

未使用

２

Ｃ８


